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「
林
業
及
び
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
」

平
成
28
年
５
月
24
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
は
、

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
森
林
資
源
を

活
か
し
、
需
要
面
に
お
い
て
はC

L
T

や
非

住
宅
分
野
等
に
お
け
る
新
た
な
木
材
需
要

の
創
出
を
、
ま
た
、
供
給
面
に
お
い
て
は
、

主
伐
と
再
造
林
対
策
の
強
化
等
に
よ
る
国

産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
を
車
の
両

輪
と
し
て
進
め
、
林
業
・
木
材
産
業
の
成

長
産
業
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
本
計
画
は
、
政
府
が
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策
と
し
て
、

望
ま
し
い
林
業
構
造
の
確
立
に
向
け
「
効

率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
」
と
「
経
営
感
覚
に
優
れ
た
林
業
事

業
体
の
育
成
」
な
ど
を
、
ま
た
原
木
安
定

供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
「
原
木
供
給
力

の
増
大
」
や
「
マ
ッ
チ
ン
グ
の
円
滑
化
」

な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
生
産

性
向
上
」

森
林
管
理
局
・
森
林
管
理
署
に
お
い
て

は
、
率
先
し
て
林
業
事
業
体
の
生
産
性
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
林
業
を
支

え
る
担
い
手
の
育
成
、
国
産
材
の
安
定
供

給
等
を
通
じ
た
林
業
の
成
長
産
業
化
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
基
本
計
画
策
定
の
際
、
林

政
審
議
会
で
検
討
さ
れ
た
10
年
後
の
生
産

性
は
、
主
伐
で
11
～
13
㎥
／
人
日
、
間
伐

で
8
～
10
㎥
／
人
日
が
目
標
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
目
標
実
現
に
向
け
、
各
森
林
管
理

署
と
関
係
事
業
体
が
協
力
し
て
生
産
性
の

実
態
を
正
確
に
把
握
し
、
作
業
工
程
ご
と

の
課
題
や
改
善
方
向
等
を
共
有
す
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事
業
体
の
方
々
に
は
、
「
作
業
日
報
」

を
活
用
し
て
工
程
別
の
投
入
人
工
数
等
を

正
確
に
記
録
す
る
と
と
も
に
、
「
月
別
工

程
管
理
表
」
に
よ
る
工
程
別
の
事
業
量
と

生
産
性
の
状
況
を
把
握
し
て
森
林
管
理
署

に
報
告
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
森
林
管
理

署
は
、
事
業
の
①
発
注
時
、
②
実
施
中
、

③
終
了
時
の
各
段
階
で
、
事
業
体
へ
の
適

時
適
切
な
指
導
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
取
組
を
よ
り
効
果
的
に
進

め
て
い
く
た
め
、
9
月
初
旬
頃
か
ら
12
月

初
旬
頃
の
間
に
各
森
林
管
理
署
毎
に
、
あ

る
い
は
地
域
毎
に
、
地
元
の
行
政
の
方
々

も
含
む
民
有
林
関
係
者
や
関
係
事
業
者
等

に
も
ご
案
内
し
て
、
現
地
検
討
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。
民
有
林
、
国
有
林
が
手

を
携
え
て
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る

一
つ
の
取
組
と
し
て
、
是
非
ご
参
加
い
た

だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
林
産
物
の
安
定
供
給
に
貢
献
」

(

1)

国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

販
売
の
推
進

資
源
に
乏
し
い
と
さ
れ
る
我
が
国
に
お

い
て
、
木
材
は
、
環
境
に
も
人
に
も
優
し

く
持
続
的
に
循
環
利
用
が
可
能
な
優
れ
た

資
源
で
す
。

今
、
国
内
の
人
工
林
資
源
は
、
ま
さ
に

利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
こ
の
充
実
し
た

人
工
林
資
源
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を

図
る
原
動
力
で
す
。
関
東
森
林
管
理
局
で

は
、
新
た
な
木
材
需
要
創
出
や
国
産
材
の

安
定
的
か
つ
効
率
的
な
供
給
体
制
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
販
売
（
以
下
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
と
い

う
。
）
は
、
需
要
拡
大
が
必
要
な
一
般
材

や
低
質
材
の
計
画
的
で
安
定
的
な
供
給
に

よ
り
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
整
備
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や
木
材
の
新
た
な
需
要
拡
大
、
原
木
の
加

工
・
流
通
の
合
理
化
等
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
推
進
し
て
ま
す
。

製
品
の
販
売
総
量
に
占
め
る
シ
ス
テ
ム

販
売
の
割
合
は
、
平
成
23
年
度
の
23
％
か

ら
平
成
28
年
度
の
67
％
へ
と
実
績
を
伸
ば

し
て
き
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
70
％
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
販
売
で
は
、
建
築
材
な
ど
、

木
材
と
し
て
の
マ
テ
リ
ア
ル
的
な
利
用
だ

け
で
な
く
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固

定
価
格
買
取
制
度
い
わ
ゆ
るF

I
T

制
度
の

施
設
認
定
を
受
け
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
へ
の
原
木

の
安
定
供
給
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

(2)

民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
た
シ
ス

テ
ム
販
売
の
推
進

民
有
林
所
有
者
が
国
有
林
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
需
要
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
、
安
定
的
で
有
利
な
販
売
が
で
き
る

よ
う
、
国
有
林
と
連
携
し
た
シ
ス
テ
ム
販

売
を
行
う
民
有
林
所
有
者
等
を
広
く
公
募

し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
平

成
29
年
度
は
、
８
つ
の
森
林
管
理
署
で
9

物
件
の
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
連
携
し
た
民
有
林
所
有
者

の
方
か
ら
は
、
「
単
独
で
は
売
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
材
が
売
れ
た
」
、

「
新
た
な
取
引
先
が
で
き
た
」
、
「
ロ
ッ

ト
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
取
引
価

格
が
有
利
に
な
っ
た
」
等
の
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
引
き
続
き
民
有
林
と
国
有
林

が
連
携
し
た
シ
ス
テ
ム
販
売
を
拡
大
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
関
係
者
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
共
に
手
を
携
え
て
林
業
の
成
長
産
業

化
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
更
な
る
掘
り
起
こ
し
が
で
き

れ
ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
の
で
引
き
続
き

関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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「
赤
谷
の
日
」
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
活
動

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
に
参

加
・
協
力
を
し
て
い
た
だ
く
「
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制
度
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
赤
谷
の
森

で
活
動
す
る
主
な
機
会
と
し
て
「
赤
谷
の

日
」
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
第
1
週
目
の
土
・
日
が
「
赤
谷
の

日
」
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

関
係
者
に
よ
る
協
働
作
業
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
拠
点
で
あ

る
「
い
き
も
の
村
」
の
環
境
整
備
、
森
林

の
動
植
物
の
調
査
や
保
全
活
動
、
ま
た
、

サ
ポ
ー
タ
ー
独
自
で
企
画
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
、
4
月
か
ら
翌
年
3
月

ま
で
計
10
回
（
1
、
2
月
は
積
雪
の
た
め

開
催
せ
ず
）
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
3
者
（
地
域
協
議
会
、
自
然
保
護
協

会
、
林
野
庁
）
か
ら
の
べ
158
名
が
「
赤
谷

の
日
」
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
「
赤

谷
の
日
」
の
主
な
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

１
．
里
山
整
備

「
い
き
も
の
村
」
は
、
昔
、
国
有
林
野

事
業
で
ス
ギ
な
ど
の
苗
木
を
作
る
苗
畑
だ
っ

た
場
所
で
す
。
今
は
そ
の
跡
地
や
設
備
を

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
地
活
動
拠
点
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

鳥
の
声
を
聞
い
た
り
、
冬
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

で
歩
け
ば
ノ
ウ
サ
ギ
、
テ
ン
、
カ
モ
シ
カ

な
ど
の
足
跡
を
発
見
し
た
り
、
過
去
に
は

棲
み
着
い
た
キ
ツ
ネ
や
ム
サ
サ
ビ
を
観
察

し
た
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
森
の
い
き
も
の

達
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
「
い
き
も
の
村
」
を
里

山
と
し
て
管
理
し
、
散
策
す
る
た
め
の
歩

道
の
整
備
や
、
こ
ど
も
達
が
森
で
遊
ぶ
フ
ィ
ー

ル
ド
整
備
の
た
め
の
草
刈
り
や
落
ち
葉
か

き
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
落
ち
葉
か
き

は
森
で
遊
ぶ
こ
ど
も
達
の
大
敵
ヤ
マ
ビ
ル

対
策
で
も
あ
り
ま
す
。

２
．
ホ
ン
ド
テ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

植
物
の
実
や
昆
虫
、
動
物
な
ど
様
々
な

も
の
を
食
べ
る
雑
食
性
の
ホ
ン
ド
テ
ン
の

フ
ン
の
内
容
を
分
析
し
、
赤
谷
の
森
の
生

態
系
を
考
察
し
て
い
ま
す
。

毎
月
赤
谷
エ
リ
ア
の
林
道
や
登
山
道
を

歩
い
て
、
ホ
ン
ド
テ
ン
の
フ
ン
を
採
取
、

採
取
し
た
フ
ン
は
、
専
門
家
に
内
容
を
分

析
し
て
も
ら
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
と
共

同
で
作
成
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
、
長
年
に
わ
た
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

結
果
は
赤
谷
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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３
．
南
ヶ
谷
湿
地
調
査

赤
谷
の
森
に
は
稀
少
な
植
物
や
動
物
が

生
息
す
る
湿
地
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

湿
地
の
調
査
や
保
全
活
動
も
長
年
サ
ポ
ー

タ
ー
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
塊
や

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
状
況
の
調
査
、

チ
ョ
ウ
・
ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
や
花
の
観

察
、
ま
た
、
人
為
を
加
え
る
の
は
必
要
最

低
限
に
な
る
よ
う
注
意
し
つ
つ
、
湿
地
を

保
全
す
る
た
め
の
泥
の
浚
渫
や
葦
刈
り
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
．
ニ
ホ
ン
ジ
カ
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス

赤
谷
の
森
で
も
徐
々
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が

増
え
て
お
り
、
植
生
へ
の
被
害
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
か
ら
は
、
「
赤

谷
の
日
」
の
夜
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
活
動
が

活
発
に
な
る
時
間
帯
に
、
エ
リ
ア
内
の
ニ
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ホ
ン
ジ
カ
が
出
没
し
そ
う
な
場
所
を
巡
回

し
、
ラ
イ
ト
で
照
ら
し
て
シ
カ
の
頭
数
を

確
認
す
る
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
旧
三
国
街
道
や
小
出
俣
の

巨
樹
・
巨
木
コ
ー
ス
の
散
策
、
三
国
山
や

平
標
山
の
登
山
と
高
山
植
物
観
察
、
い
き

も
の
村
内
に
侵
入
し
た
外
来
種
で
あ
る
ニ

セ
ア
カ
シ
ア
の
伐
採
、
冬
は
ま
き
拾
い
に

ま
き
割
り
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
興
味
が
あ
る
な
、
と
い

う
方
、
ぜ
ひ
一
度
「
赤
谷
の
日
」
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
初
参
加
の
方
に
は
初
回
案

内
と
し
て
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
い
き
も

の
村
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

き
の
こ
特
集

8
月
に
発
生
す
る
き
の
こ

チ
チ
タ
ケ
（
食
用
）

（
ベ
ニ
タ
ケ
科

チ
チ
タ
ケ
属
）

８
月
中
旬
か
ら
９
月
中
旬
頃
、
広
葉
樹

林
内
の
地
上
に
一
本
ず
つ
複
数
発
生
す
る

散
生
か
ら
群
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
３
cm
か
ら
８
cm
位
で
橙
褐
色
か

ら
黄
土
褐
色
で
粘
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ヒ
ダ
は
類
白
色
か
ら
淡
黄
色
で
褐
色
の

シ
ミ
を
生
じ
密
で
ひ
だ
の
付
け
根
が
枝
に

直
角
に
接
す
る
直
生
か
ら
、
や
や
ヒ
ダ
が

枝
に
沿
っ
て
垂
れ
下
が
る
垂
生
で
す
。
柄

は
６
cm
か
ら
10
cm
位
で
カ
サ
と
ほ
ぼ
同
色

で
す
。
本
体
に
傷
が
つ
く
と
白
い
液
体
を

分
泌
し
乾
く
と
褐
色
に
な
り
ま
す
。

栃
木
県
で
は
チ
タ
ケ
と
呼
ば
れ
蕎
麦
や

う
ど
ん
の
出
し
汁
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
ま

す
。

ア
ン
ズ
タ
ケ
（
食
用
）

（
ア
ン
ズ
タ
ケ
科

ア
ン
ズ
タ
ケ
属
）

８
月
上
旬
か
ら
９
月
下
旬
頃
、
広
葉
樹

と
ア
カ
マ
ツ
の
混
合
林
内
の
地
上
に
一
本

の
み
発
生
す
る
単
生
か
ら
一
本
ず
つ
複
数

発
生
す
る
散
生
で
す
。

カ
サ
は
２
cm
か
ら
８
cm
位
で
不
規
則
な

円
形
を
し
て
ロ
ー
ト
形
に
な
り
ま
す
。
表

面
は
淡
黄
色
か
ら
黄
色
で
す
。

ヒ
ダ
は
白
色
で
縮
れ
て
い
る
脈
状
に
な

り
、
ヒ
ダ
が
枝
に
沿
っ
て
垂
れ
下
が
る
垂

生
で
す
。

柄
は
５
cm
か
ら
８
cm
位
で
白
色
で
根
元

が
細
ま
り
ま
す
。

食
用
き
の
こ
で
す
が
、
海
外
で
は
中
毒

例
が
あ
る
き
の
こ
で
す
。

（５）平成２９年８月２５日 関 東 森 林 管 理 局 第１５８号

里山の落ち葉かき

今
月
の
表
紙

「
赤
城
ふ
れ
あ
い
の
森
ま
つ
り
」

夏
休
み
の
一
日
を
親
子
で
森
や
木
に
ふ
れ

あ
い
親
し
ん
で
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
が
、
7

月
29
日
に
群
馬
県
前
橋
市
の
県
立
赤
城
ふ
れ

あ
い
の
森
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、

多
く
の
親
子
連
れ
が
来
場
し
、
木
工
や
丸
太

切
り
体
験
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

群
馬
森
林
管
理
署
の
ブ
ー
ス
で
は
、
子
供

た
ち
が
木
を
使
っ
た
工
作
を
体
験
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
木
の
輪
切
り
や
小
枝
、
松
ぼ
っ

く
り
や
ド
ン
グ
リ
を
思
い
思
い
に
駆
使
し
た

工
作
づ
く
り
を
行
い
、
で
き
あ
が
っ
た
作
品

を
手
に
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。



私
の
勤
務
す
る
南
部
森
林
事
務
所
は
、

山
梨
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
甲
府
市
よ

り
南
西
へ
60
km
程
離
れ
た
、
県
の
最
南
端

に
位
置
す
る
南
部
町
に
あ
り
ま
す
。
南
部

町
と
近
隣
の
身
延
町
・
早
川
町
に
あ
る
約

２
３
０
０
ha
の
国
有
林
と
約
３
０
０
ha
の

官
公
造
林
（
国
有
地
以
外
で
国
が
造
林
を

し
て
い
る
森
林
）
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ

の
大
半
を
占
め
る
南
部
町
内
の
国
有

林
（
上
佐
野
国
有
林
）
は
、
静
岡
県
境
に

位
置
し
、
東
海
自
然
歩
道
（
東
京
高
尾
山

か
ら
大
阪
箕
面
を
結
ぶ
全
長
約
１
７
０
０

km
の
長
距
離
歩
道
）
が
通
っ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ト
上
に
は
山
梨
百
名
山
で
あ
る
長
者
ヶ

岳
（
標
高
１
３
３
６
m
）
や
思
親
山(
し

し
ん
さ
ん)

（
標
高
１
０
３
１
m
）
が
あ

り
、
ど
ち
ら
の
頂
上
か
ら
も
富
士
山
の
雄

大
な
姿
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
、
富
士
山
の
眺
望
と
は
裏
腹
に
当

事
務
所
が
管
理
す
る
山
は
、
急
峻
な
上
、

地
質
が
脆
く
崩
れ
や
す
い
た
め
、
全
国
の

山
を
手
が
け
る
造
林
事
業
者
か
ら
、
「
和

歌
山
に
次
い
で
悪
い
（
キ
ツ
い
）
と
こ
ろ

だ
」
と
ぼ
や
か
れ
る
程
で
す
。
パ
ン
ク
は

日
常
茶
飯
事
で
、
山
に
入
っ
て
い
る
間
は

落
石
や
滑
落
の
危
険
と
常
に
隣
合
わ
せ
な

の
で
安
全
確
保
に
は
非
常
に
神
経
を
使
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
全
国
で
も
指
折
り
（
？
）

の
悪
条
件
地
な
為
、
山
へ
ア
ク
セ
ス
す
る

際
は
、
林
道
を
は
じ
め
、
歩
道
や
里
道
、

既
設
作
業
道
、
（
時
に
は
獣
道
）
な
ど
の

「
路
（
み
ち
）
」
の
存
在
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

定
期
的
に
人
の
手
を
入
れ
な
け
れ
ば
、

１
年
も
経
た
ず
に
笹
が
繁
茂
し
た
り
、
崩

れ
た
り
し
て
通
行
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
当
事
務
所
で
は
、
四
十
年
以
上

こ
の
地
で
作
業
し
、
山
を
熟
知
し
て
い
る

熟
練
作
業
員
さ
ん
ら
と
共
に
、
定
期
的
に

道
の
点
検
や
整
備
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
身
延
・
南
部
地
域
の
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
、
地
域
の
民
有
林
、
県

有
林
、
国
有
林
を
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
森

林
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
、
平

成
25
年
３
月
、
山
梨
県
峡
南
林
務
環
境
事

務
所
、
森
林
総
合
研
究
所
森
林
整
備
セ
ン

タ
ー
甲
府
水
源
林
整
備
事
務
所
、
身
延
町

森
林
組
合
、
南
部
町
森
林
組
合
、
当
所
の

五
者
で
「
身
延
・
南
部
地
域
の
森
林
整
備

推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

現
在
、
協
定
締
結
者
が
相
互
に
連
携
、

協
力
し
て
森
林
の
団
地
化
、
集
約
化
を
推

進
し
、
合
理
的
な
路
網
の
整
備
、
効
率
的

な
森
林
施
業
の
実
施
及
び
地
域
材
の
利
活

用
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
、
全
国
的
に
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
業
の
被
害
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
山
梨
県
内
各
地
で

も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
当

事
務
所
管
内
の
南
部
町
内
で
も
、
川
幅
が

数
百
m
程
も
あ
る
富
士
川
を
泳
い
で
渡
っ

て
く
る
群
れ
の
姿
が
た
び
た
び
目
撃
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
が
着
任
し
て
か
ら
の
２
年

間
で
も
シ
カ
の
目
撃
数
が
急
増
し
て
お
り
、

当
事
務
所
管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
も
シ

カ
が
植
栽
し
た
幼
齢
木
の
先
端
や
下
層
植

生
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
る
林
地
の
裸
地
化
、

シ
カ
や
ク
マ
に
よ
る
樹
木
の
剥
皮
被
害
等

の
問
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

特
に
ク
マ
が
歯
や
爪
で
樹
皮
を
剥
が
し

て
し
ま
う
「
ク
マ
剥
ぎ
」
は
伐
採
間
近
の

壮
齢
木
が
狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
近

年
で
は
シ
カ
に
よ
る
樹
皮
剥
ぎ
も
増
え
て

経
済
的
な
損
失
も
大
き
い
為
、
一
年
を
通

じ
て
対
策
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ク
マ
や
シ
カ
が
歯
や
爪

を
引
っ
掛
け
樹
皮
を
剥
か
な
い
よ
う
に
テ
ー

プ
（
生
分
解
性
）
を
植
栽
木
一
本
一
本
に

巻
き
付
け
た
り
、
保
護
す
る
区
域
を
ネ
ッ

ト
で
囲
い
侵
入
を
防
ぐ
と
い
っ
た
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。

シ
カ
の
増
加
に
よ
り
そ
の
蹄
に
取
り
付

く
ヤ
マ
ビ
ル
も
生
息
範
囲
を
急
拡
大
し
て

お
り
、
忌
避
剤
を
使
用
し
て
も
、
知
ら
ぬ

間
に
吸
血
さ
れ
る
ヤ
マ
ビ
ル
の
増
加
は
、

現
場
仕
事
の
支
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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砂礫質で急傾斜地が多い当管内

県境からの富士山

一年を通じて実施する獣害対策


